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表 紙 の 写 真
　１月２日、神楽の館（大迫町内川目）で、大償神楽の舞初めが行われました。舞い手である大償神楽保存会

は、舞台の不浄を清める「鳥舞」や正月に舞われる「松
まつむかえ

迎」、来場者の災いをはらう「権現舞」まで約４時間の10

演目を奉納。昨年亡くなられた、大償神楽保存会元会長で市勢功労者の佐々木隆さんの姪
てっそん

孫・米澤直斗さん

は、受け継がれた伝統ある「山の神」をしなやかに力強く舞い、訪れた観客を魅了していました。

優雅に、そして

ダイナミックに

大償神楽

先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
舞
で

先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
舞
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
春
を
祝
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
春
を
祝
う
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　新
年
の
あ
い
さ
つ
を
申
し
述
べ
る

に
あ
た
り
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、
多
く
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し

て
、
１
月
２
日
に
は
羽
田
空
港
に
お

い
て
航
空
機
事
故
が
発
生
し
、
海

上
保
安
庁
の
方
々
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
た
こ
と
を
悼
み
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ

ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類
へ

移
行
し
、
行
動
制
限
が
な
く
な
っ
た

中
で
、「
花
巻
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
各

地
域
で
の
祭
り
が
通
常
開
催
さ
れ
た

ほ
か
、
７
月
に
は
道
の
駅「
石
鳥
谷
」

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
、
７
～

９
月
に
か
け
て
は
、
花
巻
中
央
エ
リ

ア
の
広
場
や
道
路
に
お
い
て
、
ま
ち

な
か
で
過
ご
す
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が

民
間
事
業
者
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
な

ど
、
ま
ち
な
か
に
活
気
を
取
り
戻
す

と
と
も
に
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　農
業
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
で
い
た
外
食
産

業
な
ど
の
回
復
に
よ
り
、
令
和
５
年

産
の
主
食
用
米
の
概
算
価
格
が
上
昇

す
る
な
ど
米
価
は
回
復
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　温
泉
な
ど
の
宿
泊
施
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
の
地
域
計
画
に
基
づ
き

国
の
支
援
を
受
け
、
施
設
の
改
修
工

事
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
、
宿
泊
単

価
の
引
き
上
げ
を
図
り
な
が
ら
一
定

の
集
客
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、

コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様
、
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
の
業
績
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
声
も
伺
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
明
る
い
兆
し
も
出
て
き
て
お

り
ま
す
。

　　ま
た
、
大
谷
翔
平
選
手
や
菊
池
雄

星
選
手
を
は
じ
め
と
す
る
本
市
ゆ
か

り
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
世
界
で
の

活
躍
や
市
内
の
小
・
中
学
生
や
高
校

生
、
大
学
生
の
全
国
大
会
で
の
活
躍

な
ど
、
若
い
力
に
勇
気
や
感
動
を
与

え
て
い
た
だ
い
た
１
年
と
な
り
ま
し

た
。
本
市
で
そ
の
よ
う
な
若
い
人
た

ち
が
育
っ
て
い
る
こ
と
を
大
変
心
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　　本
市
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
市
政
運

営
の
最
も
重
要
な
計
画
で
あ
る
「
花

巻
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
が
令

和
５
年
度
末
で
計
画
期
間
を
終
了
し

ま
す
。
そ
こ
で
現
在
、
令
和
６
年
度

か
ら
８
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を

　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
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「
第
２
次
花
巻
市
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
前
半
４
年

間
に
取
り
組
む
具
体
的
な
事
業
な
ど

を
掲
載
す
る
「
前
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　　こ
の
新
た
な
総
合
計
画
で
は
、
本

市
が
行
う
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る

拡
充
や
若
者
な
ど
が
住
み
た
い
・
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
に
な
る

た
め
の
取
り
組
み
を
「
重
点
施
策
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
位
置
付
け
、

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
令
和
５
年
度
内
の
計
画

策
定
を
目
指
し
、
引
き
続
き
作
業
を

進
め
、
市
議
会
の
議
決
を
得
た
上

で
、
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
な
総
合

計
画
の
も
と
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
等
ま
で

の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
昨
年
８

月
か
ら
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
全
て

の
子
ど
も
が
保
護
者
の
所
得
額
に
か

か
わ
ら
ず
医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
妊
産
婦
に

対
し
て
も
同
様
に
所
得
制
限
を
撤
廃

し
、
本
年
４
月
か
ら
、

　全
て
の
妊

産
婦
が
所
得
額
に
か
か
わ
ら
ず
医
療

費
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
高
校
、
大
学
へ
の
入

学
や
就
職
を
控
え
る
子
育
て
世
帯
を

支
援
す
る
た
め
、
対
象
と
な
る
生
徒

１
人
当
た
り
３
万
円
ま
た
は
５
万
円

の
支
援
金
を
市
独
自
に
支
給
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　道
路
環
境
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
関
係

機
関
と
の
連
携
し
た
取
り
組
み
な
ど

に
よ
り
、
着
実
な
進
展
を
遂
げ
て
お

り
ま
す
。

　国
道
４
号
北
上
花
巻
道
路
の
４
車

線
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て

用
地
買
収
お
よ
び
工
事
を
進
め
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
早
期
の
事
業
完
了

に
向
け
て
、
引
き
続
き
国
な
ど
へ
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　花
巻
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
供
用

開
始
が
目
前
に
控
え
て
い
る
ほ
か
、

こ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

や
国
道
４
号
に
近
接
し
、
市
が
整
備

を
進
め
て
い
る（
仮
称
）花
南
産
業
団

地
に
つ
い
て
、
一
部
区
画
を
令
和
６

年
度
中
に
分
譲
で
き
る
よ
う
造
成
工

事
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
橋
上
化
・
東
西
自
由

通
路
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
か
ら
提
示
さ
れ
た
三
つ
の

駅
舎
お
よ
び
東
西
自
由
通
路
の
デ
ザ

イ
ン
案
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
市

民
や
専
門
家
の
意
見
を
伺
っ
た
上
で

デ
ザ
イ
ン
を
決
定
す
る
な
ど
、
令
和

10
年
度
後
半
の
供
用
開
始
を
視
野
に

入
れ
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　　新
花
巻
図
書
館
の
建
設
候
補
地
に

つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
前
と

総
合
花
巻
病
院
跡
地
の
２
カ
所
に
絞

ら
れ
て
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
12
月
の
市
議
会
定
例
会
で
議
決

い
た
だ
い
た
補
正
予
算
を
踏
ま
え
、

こ
の
建
設
候
補
地
２
カ
所
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
建
設
し
た
場
合
の
事

業
費
や
建
設
イ
メ
ー
ジ
を
比
較
で
き

る
資
料
を
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
委
託
し
て
作
成
し
、
そ
の
結
果
に

よ
る
市
民
説
明
を
行
う
な
ど
、
多
く

の
意
見
を
聞
い
て
、
建
設
場
所
に
つ

い
て
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
集

約
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。　本

年
は
、
こ
れ
ま
で
市
が
進
め
て

き
た
こ
と
を
着
実
に
実
行
に
移
す
と

と
も
に
、
新
た
な
総
合
計
画
に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
す
る
重

要
な
１
年
に
な
り
ま
す
。
市
の
活
力

を
維
持
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と

し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

い
た
だ
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　　本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

花巻市長

上田 東一
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　協働とは、市民の皆さんと市が、共通の課題

の解決や目標の達成に向けて、それぞれの役割

と責務をもって、協力し行動することをいいま

す。協働には ▼共催 ▼事業協力・協定 ▼補助・助

成 ▼委託―など、さまざまな形があります。

　市では、事業の目的や内容に応じた協働によ

り、各種事業に取り組んでいます。

市民との協働 ～市民との協力でまちづくりを進めます～

❖❖市長へのメール市長へのメール

　市ホームページの専用フォームに意見などを入力

し、メールを送信してください。専用フォームは、

「暮らし・行政」ページの「市長室」から「市長へのメー

ル」を選択すると開きます。

❖❖市長へのはがき市長へのはがき

　専用のはがきなどに意見を記入し、郵便ポスト

または投書箱に投
と う か ん

函してください(専用のはがき

の場合は切手不要)。

専用のはがきの配架場所

　市役所本庁(本館・新館)、各総合支所、花巻保

健センター、各図書館、各振興センター、まなび

学園、石鳥谷生涯学習会館、交流会館、なはんプ

ラザ、ぷらっと花巻（イトーヨーカドー花巻店２

階）、市内の各郵便局

投書箱の設置場所

　市役所本庁(本館)、各総合支所

　市では、「市長へのはがき」や「市長へのメール」などにより、随時、市政への意見を受け付けています。

市政運営に関する建設的なご意見をお寄せください。

次の方法でも皆さんの意見をお聴きしています次の方法でも皆さんの意見をお聴きしています

❖市長との対話

　市長が毎月（議会定例会の開催される６月、９月、

12月、３月を除く）各地域の皆さんとまちづくりにつ

いて対話します。開催日については広報はなまきな

どで順次お知らせしています。

❖まちづくり懇談会

　市内の公共的団体を対象に、まちづくりへの意見や

課題などについて懇談します。

❖市政懇談会

　コミュニティ地区を単位に、市長をはじめ市の職員

が伺い、市民の皆さんと懇談します。

❖要望・陳情の受付

　市民の皆さんや各種団体から市政への要望や陳情を

受け付けています。

～市政への意見をお聴きしています～広聴

事例①　事例①　ワーク・ライフ・バランスセミナー開催ワーク・ライフ・バランスセミナー開催

　　　　（事業協力：一般社団法人花巻青年会議所）　　　　（事業協力：一般社団法人花巻青年会議所）

　事業所におけるワーク・ラ

イフ・バランス推進を目的と

したセミナー開催にあたり、

企画段階から主催者と協力し

てテーマや講師の選定を行い

ました。（令和３～５年度）

事例②　事例②　産前産後ケアハウスまんまるぽっと産前産後ケアハウスまんまるぽっと

　　　　（委託：ＮＰＯ法人まんまるママいわて）　　　　（委託：ＮＰＯ法人まんまるママいわて）

　事業委託により、妊娠・出

産に関する相談支援や退院直

後の母子に対する心身のケア

などのさまざまな

サービスを提供し

ています。（平成29

年度～）

市民団体等活動支援事業補助金市民団体等活動支援事業補助金
　市民団体などが自ら実施する事業について支

援しています。

■�補助金額　対象経費の３分の２（上限30万円）

※�対象要件など詳しくは、市

ホームページをご覧ください

　市長へのはがきやメールには、住所、氏名(フルネーム)、電話番号、メールアドレス(市長への
メールの場合)が書かれている場合に、回答を送付しています。ただし ▼公序良俗および良識に反
するもの ▼特定の個人や団体または本市を侮辱・ひぼう中傷するもの ▼営利目的の宣伝、政治・宗
教活動やこれに類するもの―などには回答しません。詳しくは、市ホームページをご確認ください。
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【問い合わせ】

本館地域づくり課（緯41-3514）

市民参画・協働のまちづくりを市民参画・協働のまちづくりを

進めています進めています

案件に応じて、次の方法から

２つ以上の市民参画を行いま

す。

▼意向調査（市民アンケート

など） ▼パブリックコメント

（計画素案などを公表し市民

の皆さんに意見を求め、こ

れを考慮して意思決定する

こと） ▼意見交換会 ▼ワーク

ショップ（市民が主体性を

もって研究・議論すること） ▼

審議会その他の付属機関にお

ける委員の公募 ▼その他適切

と判断される方法
外部評価

（市民参画・協働推進委員会）

内部評価

（市職員チーム）

市民参画の計画・
結果が適切か評価

市民 市

まちづくりに関する重要

な計画・条例などの策定・

変更などにあたり、市民

参画を計画します。

市民参画実施予定の
公表・実施

意見を提出

市民参画結果の公表

市民主体のまちづくり

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市
の
重

要
な
計
画
な
ど
に
対
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
意
見
を
表
明
す
る
際

の
具
体
的
な
方
法
や
手
続
き
を
定

め
た
「
花
巻
市
市
民
参
画
条
例
」

（
以
下
、「
本
条
例
」
と
い
い
ま
す
）

を
市
議
会
の
議
決
を
経
て
、
制
定

し
ま
し
た
。
本
条
例
に
基
づ
く
市

民
参
画
の
手
続
き
は
４
月
１
日
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　　市
民
参
画
と
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
、
そ
の
意
思
決
定
に
関
わ
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。
本
条
例
に
基

づ
く
市
民
参
画
を
実
施
す
る
際
に

は
、
事
前
に
広
報
は
な
ま
き
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
参
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

市
民
参
画
の
対
象
と
な
る
主
な

計
画
な
ど

　本
条
例
に
基
づ
き
実
施
す
る
市

民
参
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
重
要
な
計
画
や
条
例
な
ど
が
対

象
で
す
。
▼
市
の
基
本
構
想
、
基

本
計
画（
総
合
計
画
な
ど
）▼
市
政

に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
る
条

例
（
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
な

ど
）
▼
市
民
生
活
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
制
度
（
情
報
公
開
制
度

な
ど
）

｜

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
緊
急
に
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
ど
は
、
市

民
参
画
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

■
市
民
参
画
の
流
れ

　本
条
例
に
基
づ
き
市
民
参
画
を

行
う
場
合
、
そ
の
計
画
の
性
質
な

ど
に
応
じ
て
、
ど
の
時
期
に
ど
の

よ
う
な
市
民
参
画
を
行
え
ば
よ
り

効
果
的
な
の
か
を
検
討
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
市
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
適
切
な
時
期
に
▼
市
民
参
画
の

実
施
予
定
の
公
表
▼
市
民
参
画
の

実
施
▼
実
施
結
果
の
公
表
▼
評
価

―
を
行
い
、
よ
り
良
い
市
民
参
画

の
仕
組
み
と
な
る
よ
う
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

■■花巻市市民参画条例に基づいて実施する市民参画のイメージ花巻市市民参画条例に基づいて実施する市民参画のイメージ

花
巻
市
市
民
参
画
条
例
を

制
定
し
ま
し
た

市
民
参
画
と
は

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

的
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
「
花
巻
市

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
に
基
づ

い
て
、
市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
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花巻市民憲章とは

　花巻市民憲章は、誰もが住みよいと思える

ようなまちにしていくための花巻市の指針や

目標になるものです。

　市民憲章に掲げる住みよいまち「明るい

イーハトーブ」を実現するためには、市民一

人一人がその精神に基づいた活動を実践して

いくことが大切です。

市民憲章の普及のために

　市民憲章を通じたまちづくりを推進するた

め、花巻市市民憲章推進協議会では、毎年「市

民憲章運動推進大会」を開催。市民憲章の精

神に基づく活動を長年実践している人たちを

花巻市民憲章花巻市民憲章

　わたくしたちは、花巻市民としての誇りをもち、　わたくしたちは、花巻市民としての誇りをもち、
早池峰の風かおる豊かな自然と文化を大切にし、力早池峰の風かおる豊かな自然と文化を大切にし、力
を合わせて明るいイーハトーブの実現をめざします。を合わせて明るいイーハトーブの実現をめざします。

１．じょうぶなからだを持ち 深い知性を育てます１．じょうぶなからだを持ち 深い知性を育てます

１．すすんで働き 豊かなまちをつくります１．すすんで働き 豊かなまちをつくります

１．ひととふるさとを愛し 世界への１．ひととふるさとを愛し 世界への眼眼
めめ

をひらきますをひらきます

（平成19年３月１日制定）（平成19年３月１日制定）

明るいイーハトーブの実現をめざして

表彰しているほか、まちづくりに関する講演

会を実施し、市民憲章の普及と実践に努めて

います。

標語で市民憲章を普及

　同協議会では、本市の次代を担う小学生を

対象に、市民憲章に関心を持ち理解を深めて

もらおうと標語を募集しました。

　応募総数425点の中から、16点の作品が入

選。今後、最優秀賞に選ばれた作品を掲載し

た市民憲章ポスターを市内の小中学校や公共

施設に掲示し、市民憲章の普及啓発に生かし

ていきます。

最優秀賞　菊池輝
き ら り

稟さん（花巻小６年）

令和５年度市民憲章標語表彰

優�秀賞　 ▽佐藤妃
ひ め か

夏さん（大迫小６年） ▽千葉

琉
る き あ

星愛さん（八幡小６年）

佳�作　 ▽照井志
し ほ

歩さん（若葉小６年） ▽鎌田

羚
れ い か

禾さん（桜台小６年） ▽佐々木綾
りょうが

駕さん

（南城小１年） ▽桃井弘
ひ ろ と

翔さん（湯口小５年）

▽伊藤凛
り お ん

音さん（湯本小４年） ▽千葉礼
れ い ら

羅さ

ん（矢沢小３年） ▽中嶌健
た け る

瑠さん（宮野目小

６年） ▽藤原侑
ゆうだい

大さん（太田小５年） ▽平藤

大
だ い ち

地さん（笹間第一小２年） ▽宗形柚
ゆ ず な

奈さん

（石鳥谷小１年） ▽大竹美
み お

桜さん（新堀小１

年） ▽伊藤結
ゆ あ

愛さん（八重畑小１年） ▽吉澤

拓
た く や

哉さん（東和小６年）

みんなでつくろう 幸せな未来

　イーハトーブの風にのせて

＊同協議会では、随時会員を募集しています。詳しくは本館地域づくり課までお問い合わせください

個人の部

▽�小原石
い し じ

次さん…長年、「山の神救援ボラン

ティア」の活動として赤い羽根共同募金運

動の協力、福祉バザーわたぼうし学級部長

としてクリスマス会の協力などにご尽力さ

れ、健康や福祉の向上に努めています。

▽ �佐々木勝
かつとし

利さん…地元の生涯スポーツ普及

のため、太田地区に「おおたクッブ」を設立

し、長年、地区民の健康増進と地域社会の

活性化にご尽力され、教育文化体育の発展

に努めています。

特別表彰

▽ �花巻ロータリークラブ…奏でるだけでなく

絵画のように鑑賞できるストリートピアノ

「旅するピアノ」を設置。るんびにい美術館

の協力を得てアート作品として古いピアノ

をよみがえらせ、多くの人が音楽と触れ合

う活動にご尽力されています。

令和５年度市民憲章運動実践活動表彰

【問い合わせ】

本館地域づくり課（☎41-3513）
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【問い合わせ】 本館国保医療課（☎41-3584）

　市内に住所がある全ての妊産婦について、４月１

日から所得額にかかわらず医療費助成を受けられる

ようになります。新たに助成を受けようとする人

は、医療費受給者証の申請手続きが必要です。

妊産婦の医療費助成の内容妊産婦の医療費助成の内容

４月から
妊産婦の医療費助成を
拡充します

医療費受給者証の申請はお済みですか

■母子健康手帳交付と一緒に申請を

　保健センターでの母子健康手帳交付に合わせ

て、妊産婦の医療費助成の申請手続きをしてい

ただきます。申請後、国保医療課から認定開始

月の前月末までに受給者証を発送します。

■�県外の医療機関を受診したとき、医療費受給

者証を提示しなかったとき

　医療費を一度支払った後、国保医療課に給付

申請をすると、後日、自己負担額を超える給付

相当額が口座に振り込まれます（償還払い方式）。

※�給付申請には、医療費の領収書が必要ですの

で、なくさないようにしましょう

■県内の医療機関を受診したとき

　医療機関で医療費受給者証を提示すること

で、窓口での支払い上限が医療費助成の自己負

担額までとなります（現物給付方式）。

利用利用の流れ

住民税
非課税世帯

無償

住民税
課税世帯

１医療機関ひと月につき、
入院2,500円、通院750円を上限

■■自己負担額自己負担額（医療機関の窓口での支払い額）■対象　市内に住所がある妊産婦

■ 助成期間　妊娠５カ月に達する月の初日から

出産の翌月末まで

　このほか、市では市内の小学生から高校

生等までの医療費助成について、昨年８月

から所得制限を撤廃。保護者の所得額に関

わらず、全ての子どもたちが医療費助成を

受けられるようになりました。

妊娠５カ月に
達する月の初日

例例 4/154/15

妊娠５カ月妊娠５カ月 出産日出産日

10/510/5

助成助成
期間期間

4/1から4/1から 11/30まで11/30まで
妊娠５カ月に達する月の初日

産婦人科産婦人科 けがの治療けがの治療 歯の治療　歯の治療　

上記など健康保険適用の通院・入院上記など健康保険適用の通院・入院

助成対象となる医療費の例

出産の翌月末

４月以降新たに医療費助成の対象となる

妊産婦の皆さんへ

　昨年12月下旬に、本年４月から使用できる

医療費受給者証の新規申請書をお送りしてい

ます。２月29日（木）までに、同封の返信用封

筒で国保医療課へ返送をお願いします。

　２月29日（木）までに医療費受給者証の申請

をした人には、３月下旬に受給者証をお送り

します。受給者証は、郵便はがき（開封タイプ）

で送付します。

＊�２月29日（木）に間に合わなかった場合も申

請を随時受け付けます。受給者証は受け付

けから数日後に発行します

４月からは所得制限が撤廃されて、市内の４月からは所得制限が撤廃されて、市内の
妊産婦全員が医療費助成の対象となるのね！妊産婦全員が医療費助成の対象となるのね！
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アイコンの説明： お知らせ、 学び、 催し、 保健、 募集

【���問い合わせ・申請】
��新館地域福祉課（〒025-8601
花城町9-30�☎41-3575）

高校・大学への入学や就職を控える
子育て世帯を支援します

　市では、高校・大学への入学や就職を控え

る子育て世帯を対象に、市独自に支援金を給

付します。

■�対象　本年度中に満15歳または満18歳とな

る児童・生徒を養育する世帯で、児童・生徒

または養育者が１月１日時点で本市の住民

対象の詳細 手続き方法

・�本市から令和５年10月支給分の児童手当または令和５

年11月支給分の児童扶養手当を受給している世帯

・�本市から子育て世帯生活支援特別給付金（対象児童１

人当たり５万円を支給）を受給している世帯

１月下旬から対象世帯に対し順次、申請書類を送付します。

必要事項を記入の上、書類を提出してください

本市から上記手当を受給していない世帯（公務員や他市

町村から受給している世帯など）

・給付を受けるための申請が必要です

・�申請様式など詳しくは、市ホームページに掲載

�しています

◉対象ごとの申請方法

※�給付金の振り込みには書類の受け付け後、３～４週間程度を要します

基本台帳に登録されている世帯

※生活保護世帯は対象外です

■給付額　

◦満15歳（中学３年生）…１人当たり３万円

◦満18歳（高校３年生）…１人当たり５万円

■申請期限　２月29日（木）

学童クラブで働く人を募集しています
【問い合わせ】
�教育委員会こども課
�（☎41-3149）

　学童クラブでは、仕事などで日中保護者が

家にいない小学生を対象に保育活動を行って

います。学童クラブで働く支援員（＊１）、補

助員（＊２）を募集していますので、興味のあ

る人は各学童クラブにご相談ください。

■�支援員・補助員を募集中の市内学童クラブ　（問い合わせ時間�月～金曜日、午後１時30分～６時）

学童クラブ名 電話番号 募集業務形態 業務内容 人数 雇用開始時期

わかば学童クラブ 24-2070 常勤、非常勤、パートタイム 保育 若干名 採用後すぐにでも

桜台学童クラブ 24-7042 常勤、パートタイム、アルバイト 保育・事務など
常勤：１人、パートタイム：
２人、アルバイト：２～３人

採用後すぐにでも
（アルバイトは春
休みのみ）

南城学童クラブ 22-4478 パートタイム 保育 若干名 採用後すぐにでも

湯口学童クラブ 28-4055 パートタイム 保育 若干名 ４月１日

矢沢学童クラブ 24-8080 常勤、パートタイム 保育・事務など 常勤：１人、パートタイム：１人 ４月１日

宮野目学童クラブ 26-3090 パートタイム 保育・清掃 若干名 採用後すぐにでも

太田学童クラブ 28-4755 パートタイム 保育・清掃 １人 採用後すぐにでも

石鳥谷学童クラブ 45-1178 常勤、パートタイム 保育・事務など 若干名 採用後すぐにでも

東和学童クラブ 42-4001 常勤、パートタイム、アルバイト 保育 若干名 採用後すぐにでも

＊１…�保育士資格、教員免許状などを有する

人または学童クラブの従事経験が一定

期間ある人など

＊２…�保育を補助する人（従事した年数に

よって、支援員の資格を取得可能）

※�募集は終了または内容を変更している場合があります。最新の募集状況は花巻市保育士等就職支
援サイト「保育のおしごとナビ」（https://hoikushi-hanamaki.jp）でご確認ください
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新型コロナワクチン接種
自己負担なしの接種は３月31日まで

①�市ホームページ内申請フォーム ②電話（健康づくり課）

　�☎41-3605

（月～金曜日、午前８時30分～午後５

時15分）

《５～64歳の人》�

接種を受けるための申請方法

■�５歳以上の人［接種案内はオレンジの封筒です］

■�乳幼児（生後６カ月～４歳）

　接種可能な時期ごとに接種案内をお送りします。届き次第、接種を希望する人は、接種案

内に記載の方法でワクチン接種の予約を行ってください。

＊�新型コロナワクチンに関するご不明点は健康づくり課（☎41-3605）へご相談ください

① 専用ウェブサイト
[ＵＲＬ]

https://g032051.vc.liny.jp

② LINE（ライン）アプリ
[ＵＲＬ]

https://covid19.liny.jp/032051

③ 健康づくり課に電話 ☎41-3605（月～金曜日、午前８時30分～午後５時15分）

④ 病院受診時に予約 かかりつけ医などの病院を受診した際に予約ができます

⑤ 医療機関に電話 電話予約が可能な医療機関に限ります

接種を希望する人はお早めに

新型コロナワクチン接種の予約方法

　本年度内は無料で新型コロナワクチンの接

種を受けることができます。

　ファイザー社ワクチンは、国からの供給が

終了したため、モデルナ社、または第一三共

社（国産）ワクチンに切り替えて接種を実施し

ています。

※�来年度以降の新型コロナワクチン接種の

方法や費用負担などについては、決まり

次第広報はなまきや市ホームページなど

でお知らせします
モ
デ
ル
ナ
社

ワ
ク
チ
ン
の

説
明
書

第
一
三
共
社

ワ
ク
チ
ン
の

説
明
書

　５～64歳の人で接種を希望する人は、まず

は申請をお願いします。申請いただいた人に

接種案内を順次発送しています。

　65歳以上の人および基礎疾患があると市に

届けたことがある人には接種案内を送付済み

です。

　接種を希望する人は、接

種案内に記載の方法でワク

チン接種の予約を行ってく

ださい。
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●本

第36回毘沙門まつり・全国泣き相撲大会　
参加豆力士を募集します

■�対象　令和４年11月１日～令和５年10月31

日生まれの子ども

■開催日　５月４日（土・祝）～５日（日・祝）

■�開始時間（１日５回）　①午前９時30分②午

前11時③午後０時30分④午後２時⑤午後３

時30分

■会場　三熊野神社（東和町北成島）

■定員　600人（先着順）

※�定員を超えた場合はキャンセル待ち登録に

なります

■参加料　20,000円（着衣、参加記念品代など）

■申込期間　２月１日（木）～15日（木）

■�申し込み方法　三熊野神社、市役所本館市

民ホール、各総合支所、観光案内所などに

備え付けの申込書に必要事項を記入の上、

持参、郵送、ファクス、メールのいずれか

で申し込み先へ

※�申込書は市ホームページにも掲載

しています

■�申し込み先　全国泣き相撲大会参加受付係

（三熊野神社内〒028-0116 東和町北成島5-1 

思29-4155 糸mikumano@jupiter.ocn.ne.jp）

※�電話での申し込みはできません。平日の午前

８時30分～午後５時15分に限り、東和総合支

所でも持参での申し込みを受け付けます

【問い合わせ】

� � ▽ �全国泣き相撲大会参加受付係（三熊野神�
社内緯42-3921）

� ▽東和総合支所産業係（緯41-6512）

～交通指導員養成講座の受講生を募集します～

地域のために活躍している交通指導員の活動を知ろう

　市では、交通安全指導のための知識や技能

を習得し、交通指導員として活動してくれる

人を募集しています。

　地域の交通安全を守るために活動している

交通指導員の担い手の確保が課題になってい

ます。興味のある人は、ぜひご参加ください。

■�対象　市内在住の65歳以下の人

■日時　２月１日（木）、午前10時～11時30分

■�会場　市役所本庁本館

■内容

◦�交通指導員の活動紹介（交通指導員の歴史

や任務、心得など）

◦交通指導員による体験談などの講話

◦�交通指導員が活動する際に使用している教

材の展示や実演

■定員　20人（先着順）

■受講料　無料

■申込期限　１月30日（火）

【問い合わせ・申し込み】
�新館市民生活総合相談センター（緯41-3551）

　交通指導員ってどんな活動を

　しているの？

　交通指導員は登校時の交差点などに立

ち、地域の子どもたちが安全に登校でき

るように活動しています。また、交通指

導車による広報活動、保育園や学校など

に出向いて交通安全教室を行うなど、地

域の交通安全に貢献しています。

▲�交通安全教室の様子 ▲�交通指導員養成講座
の様子
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新たな「土砂災害が発生するおそれのある箇所」にお住まいの世帯へ

防災ラジオを無償でお貸しします

　県では、令和４年度に新たな「土砂災害の発

生するおそれのある箇所」を公表しました。

　これを受け、市では、この箇所にお住まいの

世帯へ、防災ラジオを無償でお貸しします。

　近年、従来の土砂災害警戒区域以外でも

大雨などによる災害が発生しています。

　県は、これまでより詳しい地形情報を用

いて調査を実施。調査の結果、急傾斜地の

崩壊や土石流などのリスクがある、新たな

「土砂災害が発生するおそれのある箇所」が

花巻市内に483カ所あることを令和４年度

に公表しました。

　これを受け、市では、令和５年４月に当

該箇所を記載した地図（＊）を全戸配布して

います。以前に配布したハザードマップと

合わせて土砂災害のリスクを確認し、早め

の避難を心掛けてください。

■対象

　新たな「土砂災害が発生するおそれのある箇

所」にお住まいの世帯

▽ �対象世帯には、12月下旬に市から申込書を送

付しています。申込書が届いていない場合

は、本館防災危機管理課までご連絡ください。

▽ �以前に土砂災害特別警戒区域や土砂災害警戒

区域とされている区域にお住まいの世帯に

は、防災ラジオを配布しています。まだ受け

取っていない場合は、本館防災危機管理課ま

でご連絡ください。

■手続き方法

　申込書に必要事項を記入の上、１月31日（水）

までに返送ください。

■ラジオの配達

　１月下旬以降、申込書の審査が完了したもの

から順次、ゆうパックで配達します。

■有償で購入もできます

　対象区域外にお住まいの場合は、防災ラジオ

を有償で購入できます。

▽個人…5,000円

▽事業者…10,000円

＊�この地図は、本館防災危機管理課および

県南広域振興局花巻土木センターで閲覧

【�問い合わせ・申し込み】�本館防災危機管理課
（〒025-8601�花城町9-30�☎41-3511）�

新たな「土砂災害が発生するおそれのある箇所」とは

▲�
４
月
15
日
に
配
布
し
た
地
図
の
例

できるほか、県ホームペー

ジや「いわてデジタルマッ

プ」に掲載されています
いわてデジタルマップ

凡例

新たな「土砂災害が発生する

おそれのある箇所」

急傾斜地の崩壊

土石流

土砂災害特別警戒区域

土砂災害警戒区域

令和５年度に

新規抽出をする範囲

高齢者等避難が

発令されました

　防災ラジオは、災害時には自動で起動

し、避難情報や災害に関する情報を放送し

ます。普段は、一般的なラジオとして利用

いただけます。

◉防災ラジオとは
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　市では、各種申請書の作成や提出など、行

政手続きにおける市民の皆さんの負担軽減や

要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除
・
お
む
つ
代
の
医
療

費
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

　所
得
税
や
市
県
民
税
の
税
務
申
告
の

際
に
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
高

齢
者
が
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

「
障
害
者
控
除
」の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な
人

は
、
お
む
つ
代
が「
医
療
費
控
除
」の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
こ
れ
ら

の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
証
明
書
が

必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
申
請
に
基
づ

き
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
上
、
新

館
長
寿
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
健

康
福
祉
係
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

証
明
書
の
発
行
に
は
、
申
請
か
ら
数

日
か
か
り
ま
す

要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除

■
対
象

　身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を
持
っ

て
い
な
い
人
で
、
次
の
ど
ち
ら
に
も
該

当
す
る
人

▽�

令
和
５
年
12
月
31
日
現
在
で
、
要
介

護
１
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
65

�

　歳
以
上
の
人

▽�

要
介
護
認
定
の
主
治
医
意
見
書
に
お

い
て
、
一
定
以
上
の
障
が
い
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
て
い
る
人

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

■
対
象

　
　

　傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね
６
か
月
以
上

寝
た
き
り
で
、
治
療
上
、
お
む
つ
を
使

う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

■
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は

◦
控
除
を
受
け
る
の
が
初
め
て
の
人

�

　

�

医
師
の
発
行
す
る
証
明
書
が
必
要
で

す
。
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

◦
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
人

　

�

要
介
護
認
定
に
関
す
る
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
は
、
医
師
の
発
行
す
る
証

明
書
の
代
わ
り
に
、
市
が
発
行
す
る
証

明
書
に
よ
り
控
除
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】

�

▽��

新
館
長
寿
福
祉
課（
☎
41-

３
５
７
９
）

�

▽���

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
係

���

大

　迫（
☎
41-

３
１
２
７
）

　

�

石
鳥
谷（
☎
41-

３
４
４
７
）

　

�

東

　和（
☎
41-

６
５
１
７
）

押印や署名について
見直しました

【問い合わせ】本館総務課（緯41-3506）

市有地を売却します

　市では、一般競争入札により市有

地を売却します。参加方法など詳

しくは市ホームページをご覧くださ

い。

■�物件の所在地、最低売却価格など　

所在地 面積 最低売却
価格 地目

大迫町大迫4-60-8
284.14
平方㍍

3,660千円 宅地

高木18-90-3
230.56
平方㍍

2,650千円 宅地

本館179-1
310.93
平方㍍

3,960千円 宅地

山の神63-3 
ほか２筆

639.09
平方㍍

4,900千円
宅地および
公衆用道路

四日町二丁目200-1
175.00
平方㍍

2,360千円 原野

【問い合わせ】本館契約管財課（緯41-3520）

■�入札参加申込期限　１月31日（水）　

利便性向上などを図るた

め、市へ提出する申請書

などへの押印や署名につ

いて、一部のものを除い

て義務付けを廃止してい

ます。

■�対象　対象となる文書の一覧は市

ホームページでご確認いただく

か、各申請書を所管する担当課へ

お問い合わせください

※�押印や署名の義務付けを廃止した文書に、

押印や署名をした状態で提出しても特に問

題はありません
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「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」の

提
出
を

　交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為（
＊
）

に
よ
る
け
が
や
病
気
の
治
療
で
国
保
の

保
険
証
を
使
い
た
い
、
ま
た
は
使
っ
た

と
き
は
本
館
国
保
医
療
課
に
「
第
三
者

行
為
に
よ
る
被
害
届
」
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 交

通
事
故
な
ど
の
け
が
の
治
療
に

国
保
の
保
険
証
を
使
用
し
た
い
と
き

　本
来
、
他
人
の
行
為
で
け
が
を
し

た
、
病
気
に
な
っ
た
と
い
う
場
合
の
治

療
費
は
、
加
害
者
が
負
担
す
る
の
が
原

則
で
す
。
し
か
し
、
加
害
者
と
の
間
に

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
り
、
治
療
費
を
す

ぐ
に
用
意
で
き
な
か
っ
た
り
と
、
治
療

を
早
く
受
け
た
い
の
に
支
払
い
の
め
ど

が
立
た
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
と
き
の
被
害
者
救
済
の
た

め
に
、
治
療
費
を
い
っ
た
ん
国
保
で
立

て
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
保
が

立
て
替
え
た
治
療
費
は
、
市
が
後
か
ら

加
害
者
へ
請
求
し
ま
す
。

被害者（国保加入者） 市（国保）

加害者医療機関

国保で治療を

受け、治療費

の自己負担分

を支払う

立て替えた

治療費を請

求、支払い

を受ける
治療費の国保負

担分を支払う

【
問
い
合
わ
せ
・
届
け
出
】

 

本
館
国
保
医
療
課（
☎
41
‐
３
５
８
３
）

＊ 

第
三
者
行
為
…
▼
交
通
事
故

（
同
乗
し
て
い
た
車
の
自
損
事

故
を
含
む
）
▼
暴
力
行
為
を
受

け
た
▼
他
人
が
飼
っ
て
い
る

ペ
ッ
ト
に
か
ま
れ
た
▼
飲
食
店

で
食
中
毒
に
遭
っ
た
―
な
ど

　「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」は
治

療
を
受
け
る
前
の
届
け
出
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
急
を
要
す
る
場
合
は
治

療
を
受
け
た
後
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※�

▼
け
ん
か
な
ど
自
身
に
も
け
が
の
原

因
が
あ
る
場
合
は
、
国
保
が
使
え
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
▼
交
通
事
故
の

場
合
は
必
ず
警
察
お
よ
び
加
入
し
て

い
る
保
険
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
■
示
談
す
る
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　示
談
す
る
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
市

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
示
談
の
内
容
に

よ
っ
て
は
、
市
か
ら
加
害
者
に
治
療
費

が
請
求
で
き
な
い
場
合
や
、
け
が
を
し

た
被
害
者
に
給
付
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
届
け
出
が
な
い
と

　「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」の
提

出
が
な
い
場
合
、
市
で
は
第
三
者
行
為

に
よ
る
け
が
の
治
療
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
加
害
者
に

治
療
費
を
請
求
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　第
三
者
行
為
に
当
て
は
ま
る
か
、
届

け
出
を
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
場

合
は
、
ま
ず
は
本
館
国
保
医
療
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の

◦
保
険
証

◦
印
鑑

◦
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

「第三者行為によ

る被害届」を提出

●●１

●●２
●●３

●●４

◦
交
通
事
故
証
明（
交
通
事
故
の
場
合
）

「
負
傷
原
因
報
告
書
」の
提
出
に

ご
協
力
を

　市
で
は
、
医
療
機
関
か
ら
提
出
さ
れ

る
レ
セ
プ
ト（
診
療
報
酬
明
細
書
）に
基

づ
き
、
治
療
内
容
か
ら
第
三
者
行
為
が

疑
わ
れ
る
人
に「
負
傷
原
因
報
告
書
」を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　第
三
者
行
為
に
該
当
し
な
い
人
に
も

届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
届
い
た
と

き
は
け
が
の
原
因
に
つ
い
て
記
入
の

上
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　第
三
者
行
為
に
該
当
し
て
い
た
場
合

は
、
市
の
案
内
に
従
い
、
必
要
な
手
続

き
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
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　着任して７カ月が過ぎ、日に日に「東和っ

ていいところだなぁ！」と感じています。

　夏は「田瀬湖湖水まつり」や、神奈川県川崎

市の子どもたちが東和を訪問する「川崎市ふ

れあいサマーキャンプ」に参加し、秋は田瀬

湖オートキャンプ場でソロキャンプを体験。

体験をもとにキャンプ場の魅力を「まきまき

花巻」で発信しました。冬は「成島和紙夢灯り

展」の開催に関わり、田瀬地域在住の人の演

田瀬地域を中心とした東和の魅力発信！

　　　-東和町田瀬地域の活性化担当　柏谷 恵-

毎年受けてほしい がん検診

　今や２人に１人ががんになる

時代。他人事と思わず、ぜひ検

診を受けましょう。

【問い合わせ】 健康づくり課（☎41-3614）

脱
毛
エ
ス
テ
の
通
い
放
題
コ
ー
ス

中
途
解
約
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

■
ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
の
？

〇
３
年
間
通
い
放
題
コ
ー
ス
を
36

回
払
い
で
契
約
。
６
回
通
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
通
う
こ
と
が

不
安
に
な
り
解
約
を
申
し
出

た
。「
５
回
ま
で
は
有
償
、
６
回

目
以
降
は
無
償
の
契
約
。
有
償

契
約
分
は
す
で
に
利
用
し
て
い

る
の
で
、
契
約
金
額
は
全
て
支

払
っ
て
も
ら
う
」と
言
わ
れ
た

○
40
万
円
で
永
久
に
脱
毛
施
術
が

受
け
ら
れ
る
と
説
明
さ
れ
契

約
。
１
回
目
の
施
術
で
痛
み
を

感
じ
、
続
け
ら
れ
な
い
と
解
約

を
申
し
出
た
ら
、
１
回
の
施
術

代
８
万
円
と
違
約
金
２
万
円
を

請
求
さ
れ
た
。
１
回
し
か
施
術

を
受
け
て
い
な
い
の
に
、
10
万

円
の
支
払
い
は
納
得
で
き
な
い

■
注
意
す
る
こ
と
は
？

〇
多
く
の
場
合
、
通
い
放
題
な
ど

の
コ
ー
ス
は
有
償
で
施
術
を
受

け
ら
れ
る
期
間
・
回
数
、
無
償
で

施
術
を
受
け
ら
れ
る
期
間
・
回
数

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま

で
、
何
回
ま
で
通
っ
た
ら
解
約

時
に
い
く
ら
支
払
う
こ
と
に
な

る
の
か
、
契
約
前
に
必
ず
確
認

し
ま
し
ょ
う

〇
脱
毛
エ
ス
テ
は
長
期
間
に
わ
た

り
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
受
け
る
契

約
に
な
り
ま
す
。
肌
に
合
う
か

不
安
、
長
期
間
通
え
る
か
心
配

な
と
き
は
、
都
度
払
い
が
で
き

る
コ
ー
ス
や
エ
ス
テ
店
を
選
び

ま
し
ょ
う

■
困
っ
た
時
は
？

〇
新
館
市
民
生
活
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー（
☎
41-

３
５
５
０
）へ

奏会を企画させていただき、さまざまな人た

ちとのご縁やご協力を得ながら、貴重な体験

をたくさんさせていただいています。

　引き続き、東和町田瀬地域の魅力アップに

つながることを発信・企画していきたいと考

えています。

◀�田瀬湖湖水まつりの花火大会

では、司会に挑戦

▲�この封筒が目印です

▼�「まきまき花巻」で

キャンプ場の魅力

を発信しました

を対象者のいる世帯へ郵

送します。申込期限は２

月22日（木）です。ぜひこ

の機会にお申し込みくだ

さい。

●がん検診の目的

　がん検診は、無症状のうちにがんを早期発見

し、適切な医療につなげ、命を守ることが目的で

す。そのため、自覚症状のない人にこそ受けてほ

しいものなのです。

●早期発見には定期的な検診が大切

　がんは、検診で発見できる大きさ（直径１㌢㍍

程度）になるまで10～20年かかるのに対し、そこ

から「早期がん」を示す大きさ（直径１～２㌢㍍程

度）になるまでには、１～２年程度しかかからな

いと言われています。

　早期がんを発見するためには、定期的な検診が

大切です。がんの早期発見は生存率が高くなるこ

とはもちろん、治療の幅が広がることで体への負

担や治療にかかる費用を抑えることもできます。

●がん検診の申し込みは２月

　２月上旬に、令和６年度の各種がん検診申込書
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第 15 回

環境に配慮したごみ処理をしています
岩手中部クリーンセンター

☝その１　ごみを高温で燃やしています

　ごみ収集車で集められた可燃ごみを850度以

上の高温で焼却し、ダイオキシン類の発生を抑

制しています。また、排ガスに含まれる“ばい

じん”や塩化水素、硫黄酸化物を除去してから

大気中に放出しています。

☝その２　ごみの焼却熱で発電しています

　可燃ごみの焼却で発生した熱を利用して作っ

た蒸気で蒸気タービンを回して発電をしていま

す。１時間当たり最大で4,100㌔㍗（一般家庭の

7,600軒分）ほどの電気を作ることができます。

☝その３　発生した灰をリサイクルしています

　可燃ごみの焼却で発生した灰を水で洗浄し、

セメント原料として再生利用しています。

【問い合わせ】 本館生活環境課（☎41-3544）

◉�岩手中部クリーンセンターでは施設見学を受
け入れています。詳しくは岩手中部広域行政
組合（☎0197-72-8286）へ

　市民の皆さんの

家庭から出された

可燃ごみは、北上

市にある岩手中部

クリーンセンター

に運ばれ処理されています。

　岩手中部クリーンセンターは、花巻市、北上

市、遠野市、西和賀町の四つの市町で構成され

た岩手中部広域行政組合が運営する可燃ごみ焼

却処理施設で、平成27年度から稼働しています。

　岩手中部クリーンセンターが行っている環境

に配慮した「三つの取り組み」について紹介しま

す。

14広報はなまき　No.415

高
齢
者
の
悠
々
自
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

ゆ
う
・
ゆ
う

［問い合わせ］

ＮＰＯ法人ゆう・ゆう

統括 佐々木昂平さん

（☎43-1050）
取材でグループホームなごみにお邪魔しました。①_グループホームなごみスタッフの皆
さん　②_クリスマス会に向けて踊りの練習する入居者の皆さん

　東
和
地
域
で
高
齢
者
が
「
悠
々

自
適
」
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ゆ
う
・
ゆ
う
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ご
み
・
な
ご
み
Ⅱ（
東
和
町
安

俵
）
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ご
み（
同
田
瀬
）、
な
ご
み
ホ
ー

ム
う
き
た（
同
下
浮
田
）の
４
施
設

を
開
所
し
て
い
ま
す
。

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み
で

は
、
敷
地
内
の
畑
で
採
れ
た
野
菜

を
料
理
に
し
た
り
、
図
書
館
へ
出

か
け
た
り
す
る
な
ど
、
入
居
者
の

し
た
い
こ
と
を
し
な
が
ら
過
ご
し

て
も
ら
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　地
域
交
流
も
特
徴
で
す
。
旧
浮
田

小
学
校
の
跡
地
に
開
所
し
た
な
ご
み

ホ
ー
ム
う
き
た
の
利
用
者
が
地
域
行

事
へ
参
加
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
自

治
会
が
同
ホ
ー
ム
の
草
刈
り
・
除
雪

な
ど
を
手
伝
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
。

地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
合
う
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

①

NPO

法人

②

＊同法人では職員を随時募集中です。興味のある人は問い合わせ先までご連絡ください



情報 information

■本庁（本館・新館）　〒025-8601　花城町9-30　　　　☎24-2111　思24-0259
■大 迫 総 合 支 所　〒028-3203　大迫町大迫2-51-4　☎48-2111　思48-2943
■石鳥谷総合支所　〒028-3163　石鳥谷町八幡4-161　☎45-2111　思45-3733
■東 和 総 合 支 所　〒028-0192　東和町土沢8-60　　☎42-2111　思42-3605

【お知らせ中の表記】●本＝本館　●新＝新館　■支＝全ての総合支所　■大＝大迫総合支所　■石＝石鳥谷総合支所　■東＝東和総合支所
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■食育講座（骨粗しょう症予防編）

【対象】 市内に在住または在勤し

ている18歳以上の人

【期日】 ２月22日（木）

【時間】 午後６時30分～７時30分

【内容】 骨粗しょう症を予防・改善

する食生活のポイントなど（講師

は健康づくり課の保健師、栄養士）

【定員】 30人（先着順）

【参加料】 無料

【申し込み方法】 市ホー

ムページ内の申し込みフォームか

ら申し込みまたは電話で下記へ

【会場・問い合わせ・申し込み】 健康づ

くり課（花巻保健センター☎41-3607）

■ Hall de Cinema

　映画「銀河鉄道の父」上映会

【期日】 ２月３日（土）・４日（日）

【時間】 ①午前９時30分②午後１

時30分

【定員】 各回700人（当日先着順）

【入場料】 一般1,000円、高校生以

下無料

【会場・問い合わせ】

文化会館（☎24-6511）

■ 大迫新春講演会

【日時】 １月27日（土）、午後１時30分

【会場】 大迫交流活性化センター

【内容】 「元気な心で元気な毎日～

こころとカラダの元気リフレッ

シュ法～」（講師はこころ元気研究

所所長の鎌田敏さん）

【入場料】 無料

【問い合わせ】 ■大地域支援室（☎
41-3124） ■ 花巻市成年後見講演会

【日時】 ２月５日（月）、午後１時30

分～３時

【会場】 文化会館

【内容】 「自分らしく生きるために

～任意後見や遺言等の積極的なご

利用を～」（講師は小山田司法書士

事務所の小山田泰彦さん）

【定員】 200人（先着順）

【参加料】 無料

【申込期間】 １月15日（月）～26日（金）

【問い合わせ・申し込み】 ●新長寿福

祉課（☎41-3576）

■ 花西ぎんどろ雪あかり2024

　ペットボトルランタンがぎんど

ろ公園を彩ります。キッチンカー

の出店もあります。入場無料です。

【日時】 １月21日（日）、午後４時30

分～７時

【会場】 ぎんどろ公園

【問い合わせ】 花西地区まちづく

り協議会（☎22-6541）

② 連続講座「英語で読む『星の王子

さま』」

　お好きな回のみの受講も可能です。

【時間】 午前10時～11時

【会場】 まなび学園

【講師】 地域おこし協力隊の森川

沙紀隊員

【定員】 15人（先着順）

【受講料】 1,100円（教材費）

【申込期限】 １月19日（金）〔初回〕

【申し込み方法】 氏名、連絡先を記

入の上メールまたは電話で下記へ

①②共通

【問い合わせ・申し込み】 ●本定住推

進課（☎41-3516 死teiju@city.

hanamaki.iwate.jp）

期日 内容

１月30日（火）王子とパイロット・大人たち

２月20日（火）王子とバラ

３月19日（火）王子とキツネ

■埋蔵文化財講演会

　 「花巻の遺跡を学ぶ会」

　「花巻城本丸跡」「熊堂古墳群」の

発掘調査結果を報告します。ま

た、県が行った「滝大神Ⅰ遺跡」と

「天ヶ沢遺跡」の発掘調査結果につ

いて、岩手県埋蔵文化財センター

の福島正和さんに講演いただきま

す。事前の申し込みは不要です。

【日時】 ２月３日（土）、午後１時30

分～４時30分

【会場】 土沢振興センター

【参加料】 無料

【問い合わせ】 総合文化財セン

ター（☎29-4567）

■芸術体験フェスタinイーハトーヴ

①舞台公演

　合唱、モダンダンス、春日流花農

鹿踊、中野七頭舞、フルート演奏、

オーケストラ演奏など、14団体に

よる舞台公演です。

【日時】 １月20日（土）、午後１時（午

後０時30分開場）

②芸術体験イベント

　機織り、水墨画、いけばな、茶道、

尺八など、19種類の芸術体験がで

きます。２種類以上の体験をした

先着200人に記念品を贈呈します。

【日時】 １月21日（日）、午前10時～

午後３時

※事前予約が必要な体験がありま

す。詳しくは岩手県芸術文化協会

のホームページをご覧ください

①②共通

【会場】 文化会館

【参加料】 無料

【問い合わせ】 岩手県芸

術文化協会（☎019-626-1202）

午前10時～午後１時30分（予定）

【集合場所】 まなび学園駐車場

※バスで移動します

【内容】 雪下ニンジン収穫体験や

地域の人との交流など

【定員】 10人（先着順）

※申し込み多数の場合、移住者優先

【参加料】 一般2,500円、小学生

1,500円、幼児500円（保険料、体

験料、昼食代など）

【申込期間】 １月15日（月）～２月９日（金）

【申し込み方法】 窓口、電話、メー

ルのいずれかで下記へ

■定住推進課からのお知らせ

① 第２回移住者交流会「花巻の農

業を体験しよう」

【対象】 市外から移住

した人、市内在住の人

【日時】 ２月17日（土）、

■農業委員・農地利用最適化推進委員

　任期満了に伴い、農業委員と農地

利用最適化推進委員を募集します。

【対象】 農地利用の最適化の推進

に熱意と識見を有する人

【任期】 ８月～令和９年７月（３年間）

【募集人数】 

▲

農業委員…24人

▲

農地利用最適化推進委員…28人

※どちらも選考

【募集期間】 ２月１日（木）～29日（木）

※応募方法など詳しくは農業委員

会事務局、■支農業委員会事務局分

室に備え付けの募集要項をご覧く

ださい。募集要項は市ホームペー

ジにも掲載しています

【問い合わせ】 農業委員会事務局

（☎24-7911）

■環境学習講座

　「身近な冬の自然の観察会」

　戸塚森森林公園などで樹木・野

鳥観察をします。

※降雪状況によって内容が変更に

なる場合があります

【日時】 ２月20日（火）、午前９時～正午

【集合場所】 まなび学園駐車場

※バスで移動します

【定員】 20人程度（先着順）

【受講料】 無料

【申込開始日】 １月22日（月）

【問い合わせ・申し込み】 ●本生活環

境課（☎41-3543）

■ 「パティシエールに学ぶデコ

レーションのコツ」教室

　５号サイズのホールケーキをデ

コレーションして持ち帰れます。

【日時】 ２月８日（木）、午後１時～３時

【講師】 Cafe＆Cake Kashico店主

の伊藤里奈さん

【定員】 ６人程度（先着順）

【受講料】 6,000円（材料代を含む）

【持ち物】 ハンドミキサー、ホイッ

パー、スパチュラ、口金、回転台、

持ち帰りの保冷袋、エプロン、三

角巾、手拭きタオル、内履き

※道具はある人のみ

【申込開始日時】 １月18日（木）、午

前10時

※２日前からキャンセル料が発生

【会場・問い合わせ・申し込み】 体

験工房「森のくに」（☎48-3009）

■大人ワンダークラブ【創作活動編】

【日時】 ２月18日（日）、午前９時30

分～午後２時

【内容】 ほほえみびなづくり（講師

は和紙折り紙講師の花篭悦子さん）

【定員】 20人（抽選）

【参加料】 2,200円（材料代、昼食代）

【持ち物】 飲み物、鉛筆、物差し、

内履き

【申込期限】 ２月４日（日）、正午

※申し込み方法など詳しくは下記へ

【会場・問い合わせ】 県南青少年の

家〔金ケ崎町〕（☎0197-44-2124）

■国有林モニター

　アンケートへの回答や現地見学会、

会議などに出席していただきます。

【応募資格】 国有林に関心のある

令和６年４月１日現在で18歳以上

の県民

【定員】 48人程度

【任期】 ４月１日～令和８年３月

31日（２年間）

【申込期限】 ２月16日(金）

※申し込み方法など詳しくは下記へ

【問い合わせ】 東北森林管理局企

画調整課（☎018-836-2228）

■ 第70回スノースポーツフェスティバ

ル「市民スキー＆スノーボード大会」

【対象】 市民または市内在勤の人

【日時】 ２月18日（日）、午前９時

【種目】 基礎スキー形式（テクニカ

ルコンテスト）

【会場】 鉛温泉スキー場

【参加料】 一般1,000円、小中学生・

高校生500円

【申込期限】 ２月９日（金）

※申し込み方法など詳しくは下記へ

【問い合わせ】 ●本スポーツ振興課

（☎41-3593）

■ ランタンイベント「はなまき星め

ぐりの夜2024」日帰りバスツアー

【期日】 ２月12日（月・祝）

【定員】 100人（先着順）

【料金】 中学生以上3,000円、小

学生2,000円、未就学児無料

【問い合わせ・申し込み】 ㈲新栄観

光バス〔☎21-5252（受け付けは月

～金曜日、午前９時～午後５時）〕 

◉ボランティアスタッフ募集

【対象】 18歳以上の人（高校生除く）

【期日】 １月21日（日）・28日（日）、２

月４日（日）・12日（月・祝）・18日（日）

【時間】 午後４時30分～７時ごろ

【会場】  鉛温泉スキー場

【内容】 来場者の誘導やランタン

の着火など。イベント終了後、 ス

タッフ全員でランタン打ち上げ

【申込期限】  各日の７日前まで

【申し込み方法】 花巻観光協会

のホームページ内専用申し込み

フォームから申し込み、または電

話で下記へ

時刻 内容

16：40 花巻駅東口出発

17：10 山の駅昭和の学校出発

17：20 鉛温泉スキー場到着、願い事記入

18：00 ランタン打ち上げ

18：40 鉛温泉スキー場出発

18：50 山の駅昭和の学校到着

19：20 花巻駅東口到着

【問い合わせ・申し込み】 

花巻観光協会（☎29-4522）

■市営住宅等入居者

【締め切り日】 １月25日（木）

【入居の決定】 抽選により決定

※上記のほか市営住宅６戸を随時

募集しています

【問い合わせ・申し込み】 花巻市営

住宅管理センター（☎21-3100）

団地名 戸数 間取り 入居対象

天下田 １戸 ３ＤＫ 一般・単身

諏訪 ２戸 ３ＤＫ 一般

石鳥谷駅西 １戸 ３ＬＤＫ 一般

（納期限は１月31日）今月の納税今月の納税

市県民税（第４期）

国 保 税（第７期）

日曜日当番整骨院の変更 広報はなまき12月15日号28ページ「日曜日当番整骨院」の当番整骨院
が変更になりました。１月21日（日）の当番整骨院は、樋口接骨院〔円万寺〕（☎28-2508）です。



情報 information

■本庁（本館・新館）　〒025-8601　花城町9-30　　　　☎24-2111　思24-0259
■大 迫 総 合 支 所　〒028-3203　大迫町大迫2-51-4　☎48-2111　思48-2943
■石鳥谷総合支所　〒028-3163　石鳥谷町八幡4-161　☎45-2111　思45-3733
■東 和 総 合 支 所　〒028-0192　東和町土沢8-60　　☎42-2111　思42-3605

【お知らせ中の表記】●本＝本館　●新＝新館　■支＝全ての総合支所　■大＝大迫総合支所　■石＝石鳥谷総合支所　■東＝東和総合支所

無料アプリ

で広報はなまきをご覧

いただけます
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■ミツバチの飼育届の提出

　ミツバチを飼育している人は、

１月１日時点の飼育群数と年間の

飼育計画を１月31日（水）までに下

記へ提出してください。

※趣味で飼育している人も届け出

が必要です

【問い合わせ・届け出】 県南広域振

興局農政部農業振興課（☎0197-

22-2842）、花巻農林振興センター

（☎22-4931）

■ 産前産後期間の国保税の減額

　国保の加入者で出産した人また

は出産予定の人の、出産（予定）月

の前月から翌々月相当分の国保税

（所得割と均等割）が、届け出によ

り減額されます。

【対象】 国保加入者で令和５年11

月１日以降に出産した人

【届け出期間】 出産予定日の６カ

月前～出産後

※届け出方法など詳しくは下記へ

【問い合わせ・届け出】 ●本市民税課

（☎41-3526）

■市長との対話

【対話の時間】 ▼本庁…午後１時

15分～３時（受け付けは午後１時

～１時45分） ▼各総合支所…午前

９時30分～11時（受け付けは午前

９時15分～10時）

※事前の申し込みは不要。１人10

分程度で、当日の受け付け順に対

話していただきます

【問い合わせ】 ●本地域づくり課（☎
41-3514）、■支地域づくり係（■大☎41-

3121、■石☎41-3441、■東☎41-6511）

開催日 会場

２月６日（火） 大迫総合支所

２月８日（木） 東和総合支所

２月14日（水） 石鳥谷総合支所

２月19日（月） 市役所本庁本館

■パートナーをお探しの人に

　おでかけｉ-サポを開催します

　会員登録制の“いきいき岩手”

結婚サポートセンター「ｉ-サポ」

が、入会手続きやパートナー探し

のお手伝いをします。

【対象】 結婚を希望し、結婚後県内

に居住できる20歳以上の独身の人

【日時】 ２月３日（土）、正午～午後３時

【会場】 まなび学園

【入会登録料】 １万円

【予約期限】 ２月１日（木）

【問い合わせ・予約】 ｉ-サポ盛岡

（☎019-601-9955）

■ 令和６年度市民税・県民税申告

相談のウェブ予約

　市民税・県民税申告相談を２月

５日（月）～３月15日（金）まで実施し

ます。申告相談会場に来場する人

は、１月15日（月）から事前に相談日

時を予約できます。予約していた

だくと申告日当日の待ち時間を短

縮できます。ご家族の代理予約も

可能です。

※２月５日（月）～９日（金）は完全予

約制で実施します

【予約方法】 「市民税・県

民税申告相談予約サイ

ト」にアクセスし、予約

※来場日の２日前（土・日曜日、祝

日を除く）まで予約可能。なお、電

話予約は受け付けていません

◉予約が困難な人への予約支援

　スマートフォンまたはパソコン

をお持ちでない人やご家族の代理

予約が困難な人も予約できるよう

に、下記の期間中、本館市民税課ま

たは各総合支所税務会計係で予約

を受け付けます。なお、窓口の混雑

状況により、お待ちいただくこと

がありますのでご了承ください。

【予約支援期間】 １月22日（月）～２

月２日（金）

【時間】 ①午前９時～正午②午後

１時～５時

※電話予約は原則受け付けません

【問い合わせ】 ●本市民税課（☎41-

3524）、■支 税務会計係（■大☎41-

3125、■石☎41-3445、■東☎41-6515）

■ライフ・イン・ハーモニー推進月間

　定住外国人との共生社会を実現

するため、出入国在留管理庁は本

年から１月をライフ・イン・ハーモ

ニー推進月間と定めました。１月

21日（日）には、関連イベ

ントが東京都で開催さ

れ、ライブ配信も予定

されています。

　なお、市では多文化共生に関す

る出前講座を通年開催しています

ので、ぜひご利用ください。

【問い合わせ】 ●本国際交流室（☎
41-3589）

■子宮頸
けい

がん検診追加日程（予約制）

【対象】 令和４・５年度に未受診の

20歳以上の女性

【期日】 ２月14日（水）～17日（土）

【時間】 午前９時30分～11時15

分、午後１時30分～３時15分

【検診料】 1,500円

【予約開始日時】 １月23日（火）、午

前９時

【予約方法】 市ホームページ内の

申し込みフォームから

申し込み、または電話

で下記へ

【会場・問い合わせ・予約】 健康づく

り課（花巻保健センター☎41-3614）

■電波利用試験を行います

　１月18日（木）、市内の一部地域で

携帯電話の新しい電波の利用試験

を行います。試験の実施により、

テレビ映像が乱れるなど影響が出

た場合は、無償で回復作業を行い

ますので下記へご相談ください。

【問い合わせ】　700MHz受信障害対

策コールセンター（☎0120-700-

012または050-3786-0700）

■無料相談をご利用ください

 上記相談には定員があります（先着順）。申し込みは、申込開始日の午

前９時から実施日前日の午後２時までに電話で同センターへ

書類作成に係る相談は受け付けておりません

【問い合わせ・申し込み】 ●新市民生活総合相談センタ―（☎41-3550）

相談名 実施日 時間 会場 申込開始日

弁護士法律相談 ２月７日（水）10：00～15：00市民生活総合相談センター ２月６日（火）

市民生活（人権・行政）
相談

２月９日（金）10：00～12：00

市民生活総合相談センター

申し込みは
不要です

大迫総合支所第２会議室

石鳥谷総合支所1-1会議室

東和総合支所第１相談室

■若年者の消費者トラブル110番

　30歳未満の若年者からの相談件

数が増加しています。下記の期間、

集中的に相談を受け付けます。

【相談期間】 １月15日（月）～19日（金）

【問い合わせ・相談】 ●新市民生活総

合相談センタ―（☎41-3550）

■「第九」の合唱出演者を募集

　１月から土沢振興センターで月

１回の練習を行い、第３回定期演

奏会で「第九」を披露します。

【参加料】 一般１万円、高校生以

下無料

※楽譜が必要な人は別途かかります

【問い合わせ・申し込み】 花巻第

九の会テラ・ムジーコ事務局（☎
090-1049-3062 死shino_y77321@

yahoo.co.jp）

◉花巻第九の会テラ・ムジーコ

　第３回定期演奏会

【期日】 ６月９日（日）

【会場】 文化会館

空間放射線量測定結果 〔12月26日（火）～１月５日（金）分〕（単位：マイクロシーベルト/時）
①花巻地区合同庁舎…0.028～0.030　②田瀬振興センター…0.07
※国や県の示す指標を大幅に下回っています  【問い合わせ】●本防災危機管理課（☎41-3512）

■ キャリアアップ助成金に社会保

険適用時処遇改善コースを新設

　厚生労働省では、対象の事業主

に対し、労働者１人につき最大50

万円助成します。

【対象】 非正規労働者を社会保険

に加入させた上で、収入を増やす

取り組みを実施した事業主

※申し込み方法など詳しくは下記へ

【問い合わせ】 厚生労働省「年収の壁

突破・総合相談窓口」（☎0120-030-045）

■ （仮称）花巻市建築物等木材利用

促進基本方針（素案）

　建築物における木材の利用促進

に関する事項を定める方針です。

皆さんの意見を聞かせてください。

【期間】 １月17日（水）～２月16日（金）

【公表方法】 農村林務課、●本総務

課、■支地域づくり係、まなび学園、

各振興センター、各図書館、花巻

保健センターなどに備え付けるほ

か、市ホームページに掲載

【意見の提出方法】 ①住所②氏名

③電話番号④意見ーを明記の上、

持参、郵送、ファクス、メールの

いずれかで下記へ

【問い合わせ・提出】 農村林務課

（〒025-0052 野田335-2 ☎23-

1400 思23-1403 死nousonrinmu@

city.hanamaki.iwate.jp）

■いわて産業人材奨学金返還支援制度

　県では、県内の「県認定企業」へ

就職する人を対象に、奨学金の返

還を支援します。

【対象】 次の要件を全て満たす人

▲

日本学生支援機構の奨学金の貸与

を受け、将来返還する予定または返

還している人

▲

修士や学位などを取

得予定または取得している人

▲

応募

時点で学生の人、または大学などを

卒業し県外で就業中もしくは県内に

正規雇用で就業していない35歳未満

（令和５年４月１日時点）の人

▲

県内

の「県認定企業」に８年以上継続して

就業し県内に定住する予定の人

【助成率】 ２分の１（最大250万円）

【募集人数】 80人程度

【応募期限】 １月31日（水）

※応募方法など詳しく

は県ホームページをご覧ください

【問い合わせ】 いわて産業振興セ

ンター（☎019-631-3828）、県商工

労働観光部ものづくり自動車産業

振興室（☎019-629-5553）

■なはんプラザの休館

　トイレ改修工事に伴い、下記の

期間、全館利用できません。

【期間】 １月15日（月）～３月31日（日）

【問い合わせ】 なはんプラザ（☎
22-4412）

■岩手県学生会館入寮生を募集

　岩手県学生会館（東京都豊島区）は

岩手県出身者のための学生寮です。

【対象】 岩手県出身者または岩手

県で生活経験のある人で、大学や

専修学校に入学する人

【入寮期間】 ２年間

【募集人員】 40人程度（選考）

【寮費】 月額80,500円（朝・夕の食

事、共益費、自治会費を含む）

※入寮時に別途10万円（入寮金、

寮維持資金）がかかります。申し

込み方法など詳しくは同会館の

ホームページをご覧ください

【問い合わせ】 岩手県学生会館（☎
03-3972-4783）

■ 令和６年能登半島地震災害義援

金を受け付けしています

　市では、１月１日に発生した能

登半島地震への義援金を受け付け

るため、次の場所に募金箱を設置

しています。お寄せいただいた義

援金は、日本赤十字社を通じて被

災者へ届けられます。皆様のご支

援をお願いします。

【設置場所】 ●本総合案内、●新地域

福祉課、■支市民サービス課

【受付期間】 12月27日（金）まで

※口座振込による募金も受け付け

ています。詳しくは、

市ホームページをご覧

ください

【問い合わせ】 ●新地域福祉課（☎
41-3572）



市ホームページ

[ 郷土ゆかりの文化財編 ]

花巻市

[ 郷土ゆかりの文化財編 ]

■人　　口＝91,087人（男43,658人、女47,429人）

■世 帯 数＝38,843世帯

○前年同期

　人　　口＝92,377人（男44,308人、女48,069人）

　世 帯 数＝38,723世帯

※人口・世帯数について詳しくは、本館市民登録課

　（☎41-3547）へ

12月 （本年累計・前年同期累計比）

■交通事故＝人身事故／ 12件（ 151件・＋26件）

　　　　　　死　　者／　0人（　 1人・ －2人）

　　　　　　負 傷 者／ 13人（ 198人・＋50人）

■火　　災＝火災件数／　3件（　31件・ －2件）

　　　　　　焼 死 者／　1人（　 2人・ －4人）

■救急活動＝出動件数／395件（4,744件・＋284件）

　　　　　　搬送人員／339人（4,149人・＋112人）
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2 月 1 日発行予定

「銀河鉄道の夜」と

関東大震災

自筆原稿の表と裏

問い合わせ

　宮沢賢治記念館　☎31-2319
「銀河鉄道の夜」草稿　第74葉
①表-関東大震災見舞い書簡書きかけ断片
②裏-ジョバンニとカムパネルラの決別場面
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ル
ラ
が
突
然
消
え
て
し
ま
う
場
面

が
書
き
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ク
が
裏
面

に
染
み
て
、
被
災
者
へ
の
文
面
が
う
っ
す
ら

と
読
め
る
草
稿
か
ら
は
、
書
籍
な
ど
の
印
刷

さ
れ
た
本
文
か
ら
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
、

賢
治
の
深
い
悲
し
み
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎ 

宮
沢
賢
治
記
念
館
特
別
展「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

　
■
会
期
…
２
月
12
日

（月）
・
祝
ま
で

＊紹介した直筆原稿の展示は終了しています

①

②


